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平成２８年度 第４回関東森林管理局国有林材供給調整検討委員会 議事概要 

 

１．開催日時・場所 

平成２９年３月１５日（水）１５：００～１７：００ 

関東森林管理局 東京事務所会議室 

 

 

２．検討結果 

需給動向や各委員からの状況報告等を総合的に勘案した結果、現時点において国有林材の供給

調整を実施する必要はない。 

 

 

３．主な意見 

（１）需給動向について 

 

○福島県では、丸太の供給が少ない状態が続き、製材工場等の需要に追いつかず価格が上昇し

たが、現在はその反動もあり下落している。 

 

○栃木県では、製材品の在庫が少ない状態となっている。丸太については順調な供給が行われ

ており、５月頃までは続くのではないか。 

 

 ○静岡県では、スギ丸太の価格は大きな変動がなく、現状では若干不足している。 

 

○ここのところ、関東圏では急に丸太が供給されるようになった印象があるが、春先にかけて

価格の維持ができるかどうか不安がある。 

 

 

（２）各委員からの状況報告等について 

 

 ○大手プレカット工場等の需要者が求めているのは、集成材やＫＤ材といった加工された材料

だが、供給されるのは未加工のグリーン材が多くを占めており、需要と供給のミスマッチが

起こっていると感じる。 

 

 ○Ａ材の上のランクとして「Ｓ材」を提唱してみてはどうか。広葉樹も含めたこれら高付加価

値材の用途として、洋室向けの内装材や４ｍ以上の中・大断面の加工を行い、輸入材に対抗

できる販売方法を探る必要がある。 

 

 ○森林認証について、ヨーロッパ等で受け入れられてきたのは伝統的にその風土があったから

で、日本では自然とのふれあいが少ないためか、理屈では環境問題が大切なことは分かって

いても行動に結びついていない。小さい頃から環境問題を学んでいる今の子供達が消費者に

なる頃には、森林認証材を当たり前に選択する時代が来るのではないか。 

 


